
STP0900201　(部分）

月日（曜日） （　　　／　　　） （　　　／　　　）

経過（病日等） （治療前日） (治療前) (治療後) （治療後1日目）

◇高線量率密封小線源治療の必要性を理解している ◇身体的・精神的に治療の準備ができる ◇創部の出血・疼痛がない ◇合併症の症状・所見がない

◇合併症（腹痛・発熱）がない

◇深部静脈血栓塞栓症状を起こさない

寝る前に排便を促す薬を内服します 当日は許可された薬のみ内服します    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  外照射がある方は、お越しください

浣腸をします

点滴の準備をします 出血の具合で腔内にガーゼを入れることもあります

治療に向けて着替えます　　 （医師の指示の時間にガーゼを抜きます）

血栓予防のためマッサージの機械を装着します

血栓予防の為に弾性ストッキングをはきます

検査 治療前にMRIの検査があります

制限はありません ストレッチャーで放射線腫瘍センターに移動します 治療後、ストレッチャーで病棟へ戻ります

☆治療開始時間　(  　　  ：  　 　）～ 2時間ベッド上安静です

◎2～３時間かかります 安静解除後歩行できます

履き慣れた靴を使用してください

　　　　　　　　　　　

治療の6時間前から絶食です 安静解除後は、食事も摂取できます  

少量の飲水はできます　

食事

入浴やシャワー浴はできます シャワーはできます（入浴は翌日からです）

できるだけ排便をしておいて下さい 治療後、ベッド上安静中は尿の管が入っています　

安静解除後に尿の管を抜きます

また、化粧・マニキュアは落としてください

★放射線腫瘍センター：０９４２－３１－７６４７
（平日8時30分～17時）
★東棟5階病棟：（代）０９４２－３５－３３１１（夜間）

注１：病名などは、現時点で考えられる物であり、今後検査等を進めて行くに従って変わることがあります。

注２：入院期間については現時点で予想される期間です。

（　　　　／　　　　）

清潔

治療後２時間は酸素吸入（マスク）を行います

 (点滴・内服)

安全
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安静解除後最初の歩行時は、安全確認のため必ず
ナースコールを押してください
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排泄

久留米大学病院　放射線腫瘍センター(婦人科）　東棟5階病棟

高線量率密封小線源治療（腔内・組織内）を受けられる(                                   　　　　　　　　 )さんへ

   説明日（　　／　　）　　　説明者氏名（　　　　　　　　　　　　　　）

上は病衣、下は検査用パンツ（裂け目はお尻側）を
はきます

治療の流れについて、わからない点がありましたら、看護師に
おたずねください

肌着（ブラジャーも）・眼鏡・義歯・アクセサリー・コンタクトレ
ンズ・ウイッグなどははずしてください

痛みがあったり気分が悪いときは、遠慮せず
お知らせ下さい

制限はありませんが、激しい運動は控えましょう

出血やおりものがあるときは、清潔なナプキンを使用
しましょう

出血が多かったり、発熱がある時は看護師に伝えてく
ださい

処置


